












































































              

















































































































































（2020 年 1 月現在）、舞踏、コンテンポラリーダンス、能、狂言などの舞踊経験者、音楽治療の専門
家、作曲家、楽器演奏者ほかが参加し、健常、非健常の区別なく、言わば混ざり合う形でソロ、デュ
オ、トリオ、カルテットなどの形で即興ダンスを行なう（写真１参照）。 










































可能な動きへの気づきも起こりようがない。A さんはひたすら立ち続け、私はひたすら A さんにかか
わるような試行を行った気でいたが、自らを“閉じている”がゆえに“形だけの連動”に始終するこ
ととなる。接近した場所で二つソロが行われていただけである。A さんも私も動くことを続けること



























図３： A さんと私の関係（２０１０年） 
 
３－３ ２０１１年  
























































































いた。私はそれに気づき、走りながら A さんを時々眼差しで触れる。A さんも私を眼差しで触れる。
そして B さんと私が A さんに近づいていく様子を A さんはじっと見つめている。これら一連の動き
を二度繰り返した。私は動きつつ、私は軌道線状を移動する「地球」、B さんは「月」、A さんは「太
陽」という動的な表象イメージを自ずと描き、それにより私は自らの動き、A さん、B さんとのカッ
プリング・システムの起ち上げの持続を調整していた。三度目 A さんの前に B さんと私が到着した
時、A さんは私たち二人をそれまでになく大きく開いた目で凝視し、同時に B さんの前に行き B さ
んの目を見つめる。B さんは A さんの「眼差し」に触れることなくある方向を見続けながら自らを A

















した。私が B さんに近づいたところ、B さんは私の方に身体を少し向けたので、その隙間に私は自ら
の動きを入れ、B さんと私は緩いカップリング・システムを起ち上げた。そして A さんと B さん、B






















は新たなカップリング・システムが起ち上がった瞬間であると推測できる。A さんは B さんに“開
き”、その次に私に“開いていった”。A さんは動きの選択肢をその時点で産み出し、同時に他者とか
かわり、連動する機会を得て自分の持つ動きの選択肢のうちからその都度動きを産み出した。A さん
とのカップリング・システムの構成要素は「隣接」であり、B さんと向かい合いつつ A さんは B さ
んに動きのきっかけと手掛かりを与え続けた。B さんも「隣接」しつつ「見る－踊りで応える」とい























図５：A さん、B さん、私の関係（２０１２年） 
 
３－５ ２０１３年前半 
























































速さを上げた。そしてまた A さんは振り返り私は歩みを止める。A さんと私の隔たりはだいぶ縮まっ


































































による気分の変化が A さん、ダンサー２の表情のうちに現れていたと私には映った。 
 

























2 河本 2006 同書第二章で提言された「動作単位」の概念を参照した。 
3 河本 2002 同書第一章で提言された「二重作動」の概念を身体運動に展開した。 
4 河本 1995 
5 Klages 1944：33＝2011：49 
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